
神戸の村と古文書Ⅳ－摂津国有馬郡二
に

郎
ろう
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2026 年 10 月 10 日（土）～ 2026 年 12 月 13 日（日） 

 

 

 

 

［出品作品］ 

指定 資料名（所蔵番号または所蔵） 作者 材質技法 員数 時代 

 二郎村、下司村・中村山論裁許絵図  紙本著色 1 点 天和 3年（1683） 

 明細帳  紙本墨書 1 冊 宝暦 10年（1760）3月 

 諸帳面并証文類相渡シ目録  紙本墨書 1 冊 慶応 4年（1868）2月 

 往来一札之事  紙本墨書 1 点 天保 14年（1843）2月 

 

地域の歴史を物語るためには、現在まで伝えられてきた古文書（各種の記録や証文など）の存在が欠か

せません。神戸市域には多くの古文書が残されており、博物館も収集を行っています。 

今回の展示では、その一端として、二郎村（現神戸市北区）で作成された絵図と古文書をご紹介し、神

戸に生きた人々の営為をたどります。 

 

二郎村、下司村・中村山論裁許絵図 
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